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当教育研究所の創立 1日周fF-記念事業のーっとして，昭和 35年度に創設した 『子どものための教脊
相談室Jvcついては， 相談話奇!liJJの進歩向ょをはかるため .毎年専門所員の矯負 ・設備の充実強化 ・職員
の資質向上老どにつとめ . ~~子どもと親のために更をる椅託金治療の笑務Vて努力 してき た。その結果 . 学
校 ・幼稚園・保育所・保健所等はもとより.一般家庭にも知られ，利用度はしだいに繕し，相談内容も
ますます複雑に .相談件数は年どとに増加してきた。創立精 15周年を迎えるにあたって ，さら陀大き
く発展するよ勺努力する覚悟である。



























地区カワンt リング センターの設置のためには .何といっても ，その:地区に沿いてカワンセリングの
推進の中心と1とって働〈人を得るととが先決問題である。とのためにも ，本年度から全国にさきがけて
中学校カウ ンセラー長期制修主主訪日UfJ芝をもうけ .年間 12名の小学校の生徒脂容 ・進路f旨導在どを担当し
ている教怖に対し . るか月間 . 主語教育研究所の施設と釧究明j)!楽を治的 し て ， 教育相談の慰霊告と妓~I:Ï を
実地に醤得してもらうζとκした。ζの間，研究助成金u:交付し ，代替教員を特記するなど ，でをるだ









「カウ ンセリング過程とその評価に関する研究(1 ) J1d ，ロ 〆-1ーズが発表したカりンセリングの
過程尺度の信頼性と妥当性を絵討する 止ともに ，その評定慕滋をいっそ句客観化しょ今 とするもので .
2基教育研究所の教育相談室でカ ゥ;/i!リングを笑施した来談者の人絡変容の度合いを ，J倍程尺震やその
他の評定尺度~用いて評定し. とれらの評定結5裂の間 IiLいかを Z、期連があるか令究明す~ζ とItr よ 句 ，
ζの過程尺疫の信頼性止妥当性を儲かめたものでふみ。
「カ ウンセラー養成If[関す荘、参礎的研究(1 ) Jは .学校カワンセラー長期研修上の丞礎的問題Vてつ
いて，よ れ有効透切全研修方法の確立と研修担当所員の資質向ょのためYC• (iJf修の笑施状況そは援しょ
吟とするもので.カウンセリングの筒接的経験が得られるロール・プレ fング(役割j演技法〉 司?と hあ
げ .とれを継続突絡すみととvcよって，カ ワγ セラーに会ゐ減技者自身の心理的状態や言語的演技状況
が .どのよ句 陀変化するかを実証的K究明 し.その笑施効飛を篠めたものであるn




「学校bてかける児重量・生徒の非行防止対策の研究 (1-) Jは ，段近の青少年と((1(，在学少年eによる
非行の実態を統計資料によってとらえ， 非行防止の効果的念方法として.非行予測法を学校教育め申に
とり入れよ巧とするものであるが .その第一段階として学校で行をい得る9尚守予測法の作成のための予
備調査の分析結果をまとめ .自己統制j力と社会遊応の状態から非行を予測する ζとの可能性』てついて明
らかにしたものである。
かわ りに，とれらの研究を進めるbてあたって，ど協力いただV>1と院係各位(1(対し.語表 〈感謝のli¥を表
するしだいである。
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